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リーク地域の中に立地することに対して，堤防集
落は干拓地等の土地のまとまりの際（キワ）であ
り人為的につくられた高まりの活用である．
　また，この集落の進展は，海や川の方向へ向か
う．すでに堤防の内部は農地が形成しており，干
拓地であるものの居住者の多くは近隣から移住し
た漁業者等である．微高地を利用しつつ，もとは
干潟や海の辺であったという自然環境がこの集落
のかたちに影響しているといえる．
３．屋敷地
3．1　屋敷地の実態と基本原理
　ここで，あらためてクリーク集落に注目し，そ
の社会的単位である家族の生活の場，屋敷地を読
み取ることとする．
　図－44）は、現地調査よりえられた一つの屋敷
地である．母屋は屋敷地北側のクリーク近傍に建
てられ，南入りでほぼ共通する．母屋の南側にカ
ドとよばれる空地を持っている．そのカドを囲む
ように，小屋や小庭（観賞用の庭），屋敷地内の
畑などが配置される．カドは農家にとって農作業
の場や干し場として利用されていた．今日におい
てもカドを中心とした構成は基本的に維持されて
いる．また，このカドを介して道や外部へと通じ
ている．屋敷地は基本的にクリークに直接面して
いるが，特に母屋の裏（北側），母屋の台所の近
くにクリークに降りる階段状のタナジがある．こ
れは水道が普及する以前クリークを生活用水とし
て利用するための施設であり，かつては各屋敷地
にみられたものである．このような屋敷地の構成
を整理すると，道－カド（小庭，畑，小屋，母屋）
－ クリーク，としての基本原理を見出すことが
できる（図－ 5）．
　一見して集落はクリークや道が入り組んだ複雑
な形態にみえるものの，それぞれの屋敷地には，
生活と環境に対応が組み込まれた空間パターンを
有している．先に触れた土地を高める行為は，こ
の屋敷地の空間を成立させるためも不可欠であり，
集落－屋敷地の相互関係は，自然と対応しつつ
人々の生活空間を実現する生態的なシステムと捉
えることができる．
3．2　みち - 屋敷地の展開
　以上のような調査研究の一部を，低平地の田園
地域において，居住地のガイドライン 5）として
提示する機会を得た．
　具体的には，一団の土地を住宅の屋敷地とする
ために，東西に道を通し，個々の屋敷地はその道
を介して北側と南側にまたがる画地の方法を提案
した（図－6）．間口に対して奥行きが長くなるが，
図-4　屋敷地（クリーク集落）の空間実態
図-5　屋敷地の基本原理 図-6　道の南北に展開する屋敷地の提案
特集
9
北側の敷地に主に母屋などを，南側は主に菜園な
どを想定している．道は上述したカドの延長とし
ての性格をもたせ，沿道には塀はつくらず，実の
なる樹を植えることを奨励する．開かれた道空間
と南面する建物，それが連続する田園地域の家並
ができるのではないかと考えた（図－7）．
　この提案の対象地は小城市芦刈町の生活拠点地
区であり，ミニ開発などでばらばらに住宅地が造
られるのではなく，学校などの公共施設の集まる
当地区内に住宅を誘導，かつこの地域に則した住
宅地が求められている．拘束力の弱いガイドライ
ンであり未だ実現はしていないが，低平地集落に
おける住まい方の一つの展開として実現されれば
と思う．
4．生態的な集住への視点
　最後に，低平地の生態的な集住空間づくりに向
けたいくつかの視点を提示してまとめとしたい．
①場所の生態
低平地などの自然の厳しい環境では，かつて
人々が住むため行ってきた営為を鑑み，その場所
に敏感になること，気候風土や災害を含む自然環
境に現代の我々はもっと敏感になる必要がある．
　都市拡大時に農地の宅地化が多く行われてきた
が，今日の居住収縮下（人口減，空き屋・空き地
の増加期）では不合理であり，そもそも「農地転
用」により新たに生態的な集住の場をつくり出す
ことは容易ではなく，場所への配慮を欠く場合は
災害時に大問題が生じる可能性もある．
②生態的な屋敷地と共同性
それぞれの屋敷地の空間構成は集住のかたちに
影響する．周囲を含む自然環境との関わりが少な
くなりがちな現代の住まいについて，地域のくら
し方や生態系を取り込むことがより豊かな住まい
づくりと言えるのではないか．住宅内部で生活を
完結するのではなく外部の環境と関係づけること，
屋敷や住まいが外に開かれて生活が垣間見られる
ことは，防犯にも貢献するとされており，結果と
して集住地の共同性やコミュニティーの醸成に通
じるのではないか．
③建設資材と生態
以上に加え，建物など建設資材が地域の生態系
に関与するとの視点も重要である．現在の資材流
通はグローバル化が進んではいるが，地域の山林
利用，かつて集落の家造りで活用された河岸や沿
岸の葦（よし）利用など，ごく一部ではあるが地
域産材活用が試みられている．
　以上，土地（場所），屋敷，住まいの各段階で
地域との生態的な関係が再構築できれば佐賀や低
平地ならではの生態的な集住やその暮らしの実現
といえるのではないか．
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